議会改革特別委員会委員  各位
行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等を記入願います。なお、恐縮ですが
１０月２５日（水）正午までに、事務局（米倉）へデータで提出してください。
議会改革特別委員会行政視察報告書（10月18日）　 氏　名　（　石井通春　）
	視   察   先
	山形県米沢市議会

	研修テーマ（調査項目）
	・議会改革への取組みについて

（議会改革度調査2022ランキング上位の取組内容について、
議員報酬の見直しについて）

	1 米沢市議会の研修内容に関する評価
・平成27年の改選後毎、定数報酬検討委員会を設置。政務活動費と併せて独自検討を行ってきた。

・会津若松市の先進地視察、研修会の実施など

・議員活動記録表の作成及び数値化（米沢方式＝京都方式、市長副市長監査委員部長級課長級の給与合計÷議員数　会津若松方式＝議員活動時間÷市長公務活動時間×市長月給与）　京都483000円、会津若松352000円の結果。中間数値418000円を算出した（実際は420000円）前回の445000円より2万5千円の減額決定

・専門家の意見「市民にどのように理解を求めていくかを視点に考えていかなければならないと」到達した

→議会報告会の実施　毎年のタウンミーティングのうち第5回と第6回を主に報酬、政務活動費、定数に充てる→アンケートの実施、報酬、増額賛成50%現状維持50%

定数、現状維持66%削減34%、政務活動費も同比率

・報酬改定後、候補者数、投票率はほぼ微減

・議会基本条例の改正を行っている　ただし具体的内容は、タウンミーティングにおける議決結果の報告から各委員会の調査項目を報告とした事
・各常任委員会の調査権を行使し、政策提言について2年の任期中に取りまとめる事を平成29年より開始している。

・議場を改築して、委員会室と本会議場をコネクティングルームとしていた。
2 市の議会改革に反映したい内容と具体例など
・報酬の増額は審議委員会の結果だけでなく、長年増額していない事と併せ、市民に知らせて理解を得る事が大前提。報告会などを積極的に行うべき。
・報酬の計算方式は、減額決定と出た事と増額を前提とした事とでは、市民の理解を得るハードルがかなり違うと考える。

・政務活動費の増額については、報酬より理解が得られる項目なのかと感じる。
・ユーチューブでもいいので、委員会の配信は本市でも行うべき
3 その他（感想など）



議会改革特別委員会委員  各位
行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等を記入願います。なお、恐縮ですが
１０月２５日（水）正午までに、事務局（米倉）へデータで提出してください。
議会改革特別委員会行政視察報告書（10月19日）　 氏　名　（　　　　　　　　　）
	視   察   先
	栃木県宇都宮市議会

	研修テーマ（調査項目）
	・議会改革への取組みについて
（議会改革度調査2022ランキング上位の取組内容等）

	1 宇都宮市議会の研修内容に関する評価
2 本市の議会改革に反映したい内容と具体例など
3 その他（感想など）



